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第1回カーボンニュートラル対応セミナー（2022.03.10）

１.【背景】パリ協定・菅元首相所信表明演説

２.【背景】気候変動の影響

３.【現状】CNに向けた動き

４.【現状】CNにおける金融の役割

５.【現状】大分銀行における取組

６.【将来展望】今後の展望

７.【最後に】まとめ

タイムスケジュール（15分間）
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２.菅元首相所信表明演説（CNを目指すことを表明）
・我が国は、2050年までに温室効果ガスの排出を全体としてゼロにする、

すなわち2050年カーボンニュートラル、脱炭素社会を目指す。

・もはや温暖化への対応は経済成長の制約ではない。積極的に温暖化対策

を行うことが、産業構造や経済社会の変革をもたらし、大きな成長につ

ながるという発想の転換が必要。 【出典：首相官邸HPより】

1. パリ協定・菅元首相所信表明演説

１.パリ協定（世界共通の長期目標）
・世界の平均気温上昇を産業革命以前に比べて2℃より十分低く保ち、
1.5℃に抑える努力をする。

・そのため、できる限り早く世界の温室効果ガス排出量をピークアウト
し、21世紀後半には、温室効果ガス排出量と（森林などによる）吸収
量のバランスをとる。 【出典：資源エネルギー庁資料より】
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２.慢性的（平均気温上昇、海面上昇、気象ﾊﾟﾀｰﾝ変化、生態系への影響）

2. 気候変動関連の影響

１.急性的（洪水・暴風雨等の極端な気象事象による災害増加）

１.政策・法規制
（排出量の報告義務、様々な制度・法規制の導入等規制強化等）

２.テクノロジー
（エネルギー利用効率の向上、低炭素技術の研究・開発の進展）

３.市場動向
（消費者行動、製品・サービスの需要・供給の変化）

物理的リスク

移行リスク

４.市場における評判
（信頼喪失、セクターに対する批判） 【出典：TCFDより】
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３. CNに向けた動き①

ﾄﾗﾝｼﾞｼｮﾝ技術

効率の悪い自動車
効率の悪い工場等

ブラウン
エコノミー

トランジション段階

脱炭素社会

CN

現在 2030年 2050年
【出典：経済産業省HPを参考に作成】

ハイブリッド自動車
高効率発電設備等

電気自動車
再エネ・カーボンリサイクル

非連続ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ技術

全ての産業が一足飛び
には進まない

パリ協定実現には世界で最大8,000兆円の設備投資が必要（IEA)



第1回カーボンニュートラル対応セミナー（2022.03.10）

３. CNに向けた動き②

【出典：環境省「ESG地域金融の推進について」より】

設備投資の行先は、エネルギー・輸送・製造・家庭・オフィス関連産業へ
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４. CNにおける金融の役割①
「持続可能な社会を支える金融システムの構築」
・サステナブルファイナンスは、持続可能な経済社会システムの実現に

向けた、持続可能な経済社会を支えるインフラと位置づけるべきもの。

・国内外の成長資金が企業の取組みに活用されるよう、金融機関や金融

資本市場が適切に機能を発揮することが重要。

・金融機関は投融資先支援として、建設的な対話によってGHG削減に向

けた対応の加速を促し、新たなビジネス機会の創出に貢献することで

収益向上に寄与するという役割が期待される。

【出典：金融庁「持続可能な社会を支える金融システムの構築」より】

金融に求められる役割

・脱炭素社会への移行に向け、投融資活動を通じ、資金・資本の移動を
促進する

・企業を脱炭素社会に向かわせる建設的な対話を実施していく
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４. CNにおける金融の役割②
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５.大分銀行の取組①（SDGｓ宣言）

脱炭素社会に向けた投融資を推進する旨宣言しています
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５.大分銀行の取組②（連携事例）

【出典：環境省「ESG地域金融の推進について」より】

隣県の地方銀行で連携しています
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５.大分銀行の取組③（ファイナンス事例）
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５.大分銀行の取組④（TCFD賛同表明）
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５.大分銀行の取組⑤（SDGsソリューション）

SDGsに何から
取り組めばよいか
わからない

企業の悩み・
考え

当行
ソリューション

取組ステップ

自社のSDGsへの
取組状況を
チェックしたい

自社のSDGsの
取組目標を設定し

対外的に
発信したい

SDGsの取組目標を
企業活動の中に取込み
実行していきたい

自社のSDGsの
取組達成状況を
チェック・継続したい

お客さま向け
セミナー

チェックリストによる
簡易診断

SDGs宣言支援
当行HP上でのPR

課題解決に資する
ファイナンス・BM・

コンサル

モニタリング
再度SDGs宣言支

援

啓蒙活動 SDGsチェッ
ク

SDGsアセ
スメント

宣言支援

ソリューショ
ン営業 モニタリング

SDGコンパス
(行動指針) SDGsを理解する 優先課題を決定する 目標を設定する 経営へ統合する 報告とコミュニケーション

を行う

・法人のお客さまのSDGsへの取組をサポートする業務を開始
・脱炭素等への取組にあたってのファイナンスおよびソリューションの
サポートも同時に行う
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６.今後の展望
１.再エネ・高効率設備（省エネ）・エコカー等投資が加速する
（１）SCOPE１・２の領域への取組が加速される。

（２）自家発電自家消費の自社電源、省エネ機器の導入が進む。

（３）企業にCNへの取組の開示（SDGｓ宣言等）が求められる。

２.SCOPE３のCO２削減に向けた社会の動きが活発になる
（１）コーポレートガバナンスコードにおいて、プライム市場上場会社は、

TCFDまたはそれと同等の枠組みに基づく開示が求められる。
（２）サプライチェーンの仕入先・販売先に対し、排出量の見える化や具

体的な排出量削減、再エネ由来の電源の活用等が要請されるように
なり、地域の中小企業へも波及してくる。
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７. まとめ

１.将来のビジネスチャンスの見極め
（自社のビジネスモデルにCN対応のビジネスチャンスを取り込む）

２.企業の持続可能性に関する支援で価値向上
（CN対応に向けた各業種毎のシナリオを描き支援することが重要）

３.ESG領域における自社の現状把握・目標設定
（排出量の見える化やその他現状把握とCNに向けた目標設定の実施）

機会を活かす

リスクに備える

４.金融機関との対話によるCNの段階的な実行
（設備投資には莫大な資金が必要となる。「融資」「補助金」「リース等」

をベストミックスさせ、段階的な導入を計画的に実行していく）
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